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【章末問題 1】 伝達関数が G(s) = 1/(s− 1) の (不安

定な)システムに入力 u(t) = sin t を加えたときの出力

y(t) を計算せよ。

(解答)

伝達関数 G(s) = 1/(s− 1) は不安定のため，ゲイン

と位相からでは計算できない。

仮想的な複素数の入力 u(t) = ejt = cos t+ j sin t を

考える。このとき，出力は
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仮想的な入力の sin成分だけ，すなわち虚数成分のみを

取り出せばよい。よって，y(t) は次のようになる。
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【別解】

逆ラプラス変換を用いる。
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【章末問題 2】 伝達関数が G(s) = 2/(s3+2s2+2s+1)

の (安定な)システムに入力 u(t) = sin t を加えたとき

の，定常状態での出力 y(t) を計算せよ。また，入力が

u(t) = 1 + sin t の場合はどうなるか。

(解答)

u(t) = sin t のとき ω = 1 よりゲイン
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よって，
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u(t) = 1のとき ω = 0 よりゲイン
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よって，重ね合わせより u(t) = 1 + sin tのとき
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